
教
育
委
員
会
教
育
功
労
者
表
彰

◆
兼
村　

敏
生
（
東
日
吉
町
）

　

多
年
、
学
校
医
と
し
て
学
校
保
健
衛
生
管
理

の
推
進
に
貢
献

◆
藤
井　

淳
（
市
平
賀
）

　

多
年
、
学
校
医
と
し
て
学
校
保
健
衛
生
管
理

の
推
進
に
貢
献

◆
井
上　

幸
孝
（
西
本
郷
通
７
）

　

多
年
、
学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健
衛
生

管
理
の
推
進
に
貢
献

◆
山
田　

幸
治
（
山
田
）

　

多
年
、
学
校
医
と
し
て
学
校
保
健
衛
生
管
理

の
推
進
に
貢
献

◆
石
原　

直
子
（
西
福
野
町
２
）

　

多
年
、
学
校
医
と
し
て
学
校
保
健
衛
生
管
理

の
推
進
に
貢
献

◆
佐
藤　

和
良
（
西
本
郷
通
４
）

　

多
年
、
図
書
館
協
議
会
委
員
と
し
て
図
書
館

の
振
興
に
貢
献

◆
清
水　

昭
弘
（
旭
ヶ
丘
２
）

　

多
年
、
文
化
協
会
役
員
と
し
て
文
化
の
振
興

に
貢
献

市
政
功
労
者
表
彰

◎
表
彰
状

【
地
方
自
治
功
労
】

◆
山
藤　

鉦
彦
（
下
有
知
）

◆
桜
井　

幸
三
（
緑
町
2
）

　

多
年
、
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振

　

興
に
貢
献

【
社
会
福
祉
功
労
】

◆
石
井　

和
典
（
安
桜
台
）　　

   

多
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
高
齢
者

　

の
健
康
増
進
に
貢
献

◆
高
井　

奈
津
子
（
西
町
）

　

多
年
、
民
生
委
員 

児
童
委
員
と
し
て
福
祉

　

の
増
進
に
貢
献

◆
森　

と
き
枝
（
下
白
金
）

◆
安
田　

好
良
（
常
盤
町
）

◆
吉
田　

正
道
（
武
芸
川
町
谷
口
）

　

多
年
、
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
の
増
進
に
貢
献

【
保
健
衛
生
功
労
】

◆
各
務　

勲
次
（
西
福
野
町
2
）

◆
細
野　

直
則
（
円
保
通
1
）

◆
小
野
木
満
照
（
栄
町
2
）

◆
藤
井　

淳
（
市
平
賀
）

　

多
年
、
地
域
医
療
と
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

【
納
税
功
労
】

◆
後
藤　

哲
郎
（
弥
生
町
1
）

◆
木
全　

繁
美
（
桜
台
2
）　

　

多
年
、
納
税
思
想
の
普
及
と
納
税
成
績
の
向

　

上
に
貢
献

10月15日は市制記念日です

平成29年度

市政功労者 教育功労者を表彰

【
公
共
事
務
・
公
益
団
体
功
労
】

◆
川
嶋　

司
郎
（
栄
町
1
）

　

多
年
、
消
防
委
員
と
し
て
消
防
団
の
育
成
と

　

発
展
に
貢
献

◆
後
藤　

常
明
（
倉
知
）

◆
平
田　

和
雄
（
桜
台
4
）

　

多
年
、
環
境
審
議
会
委
員
と
し
て
環
境
政
策

　

の
推
進
に
貢
献

◆
山
田　

武
司
（
栄
町
2
）

　

多
年
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
計
画

　

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献

◎
感
謝
状

【
市
長
感
謝
状　

寄
附
善
行
】

◆
篠
田　

治
美
（
岐
阜
市
）

　

芸
術 

文
化
振
興
の
た
め
に
書
作
品
を
寄
附

◆
増
田　

容
子
（
津
保
川
台
1
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
多

　

額
の
寄
附

◆
関
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
平
和
通
7
）

　

安
桜
山
遊
歩
道
の
安
全
対
策
の
た
め
に
手
摺

　

を
寄
附

◆
東
海
理
研
株
式
会
社
（
武
芸
川
町
谷
口
）

　

災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助
の
た
め
に
災
害

　

救
助
機
材
を
寄
附

◆
株
式
会
社
十
六
銀
行
（
岐
阜
市
）

　

伝
統
産
業 
文
化
継
承
の
た
め
に
多
額
の
寄

　

附

　関市の67回目の市制記念日にあたる10月15日（日）、市政功労者と教育功労者の功績を

たたえ表彰します。今年、表彰を受けられる方は次の皆さんです。　―敬称略―

照会先 秘書広報課 ☎ 23―7710　教育総務課 ☎ 23―7718
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　大規模な災害が発生した初期段階では、消防署への出動要請が集中し、消火や救助などの活動が追いつか
なくなることが考えられます。こうした状況では、自分の身と家族は自ら守る「自助」と、隣近所が助け合って地域
を守る「共助」で、災害に対応しなければなりません。
　関市でも、いつ大規模な災害が発生するかわかりません。防災訓練に参加し、いざという時に備えましょう。

　10月29日午前8時30分、東海・東南海複合型の地震が発生し、
市内で震度6弱の揺れを観測。家屋が倒壊し、負傷者が発生、土砂
崩れにより各地域の道路が寸断した。

①地震発生（サイレン）：午前8時30分
  ・大声で家族に声をかけ、倒れてきそうな家具から離れて、机の下に隠れるなど、まずは自分自身の命と
　家族を守りましょう。
②集合場所へ避難
  ・非常持出袋などを持って家族で避難しましょう。
  ・隣近所に声をかけてみんなで避難しましょう。
  ・集合場所に到着したら、自主防災会長に避難したことやけが人などの状況を伝えましょう。
③自主訓練開始（任意）
  ・自主防災会ごとの訓練に参加しましょう。
◆災害が発生したときに、まず避難する「集合場所」は“自主防災会”で決めています。あらかじめ確認して
　おきましょう。
◆避難行動は原則、徒歩でお願いします。

●訓練の流れ

関市総合防災訓練関市総合防災訓練
～自分自身の命と家族を守るために～ 照会先　危機管理課

　　　　☎23ー7736

10月29日（日） 午前8時30分～11時
市内全域・主会場「関市立津保川中学校」

訓練想定

と き

ところ

●災害が発生する前に
◇地震
　・地震の揺れで家具の転倒、ガラスの飛散があるかも
　  しれません。転倒防止金具等で事前に対策しましょう。
　・家の耐震化は済んでいますか？
　  無料耐震診断、補助金制度があります。
◇水害や土砂災害
　・雨が強くなってから、暗くなってからの避難は危険です。
　  可能であれば、明るいうちに避難することも大切です。

災害が起こった時には、自分自身で判断して安全を確保することが大切です。助け合えるのも自分の
命あってこそなのです。総合防災訓練では“自分自身の命と家族を守る”ことを考えてみましょう。
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※FAAVOへのプロジェクト掲載に手数料
はかかりませんが、期間内に目標金額に到
達した場合、起案者に手数料が発生しま
す。関、美濃加茂、各務原の3市内で活動
するプロジェクトの手数料は5％、それ以
外のプロジェクトは15％となります。

●地域を盛り上げるプロジェクトを支援したい
　「FAAVO美濃國」には、地域の皆さんからの新しいプロジェクトが随時掲載されます。
　https://faavo.jp/minonokuni をチェックして、共感するプロジェクトを見つけてください。
●自分のアイデアを実現させたい 
　美濃加茂市が委託する起業家支援団体「姫biz」が窓口になり、申込の受付や相談に応じます。
　新商品開発、イベントの開催など、地域の活性化につながるチャレンジをお待ちしています。
　詳細　FAAVO美濃國事務局（姫biz）☎0574-57-9331

目標金額　550万円
達成金額　4512万円
支援者数　3193人

目標金額　20万円
達成金額　26万7500円
支援者数　43人

「蛍丸伝説をもう一度！大太刀復元奉納プロジェクト始動！（2015年）」
　戦後の混乱の中で失われたとされる伝説の大太刀「蛍丸」。現存する資
料をもとに、刀匠の力を結集して復元し、熊本県の阿蘇神社へ奉納すると
いう刃物のまちの伝統・文化に触れる壮大なプロジェクト。
　今年6月、製作開始から1年4ヶ月を経て大太刀が完成し、阿蘇神社へ奉
納されました。また、奉納された大太刀の影打は関鍛冶伝承館に寄贈され
ており、10月7日、8日に開催される第50回関市刃物まつりの目玉として現
在展示されています。

「関の工場参観日で「超」マニアックな職人体験をしてみよう！（2016年）」
　普段はなかなか見ることのできない製造業のものづくり現場。関市で
は、地域産業の魅力を発信するため、工場見学やものづくりワークショッ
プが体験できる「関の工場参観日」を毎年開催しています。
　「イベントを全国の人に知ってもらい、多くの人に足を運んで欲しい！」
そんな思いからクラウドファンディングに挑戦し、支援いただいた皆様に
は、「工場参観日参加事業所限定ワークショップ」として「弟子入り体験」を
していただきました。

あなたは
どっち？

照会先　商工課 ☎ 23―6753
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　クラウドファンディングは、個人や企業・団体が自身のアイデアを実現するために必要な資金を、インター
ネットを通じて、そのアイデアに共感する人から集める資金調達の仕組みです。
　「FAAVO美濃國」は、関市・美濃加茂市・各務原市の3市を含めた美濃地域内の地域活性化につながる企
画を扱うクラウドファンディングサイト。実現したいプロジェクトをインターネットサイト上で提案し、それを
見て支援したいと思った人がプロジェクトに出資を申し出ます。期間内に目標金額に達すればプロジェクトは
成功となり、支援者はその額に応じた商品やサービスなどの返礼（リターン）を受け取ることができます。

　一番の特長は、誰もが資金調達に挑戦できること
です。「商品やサービス、イベントのアイデアはあるが
資金がない。」そんな方でも、クラウドファンディン
グを利用することで多くの支援を集めることが可能
です。
　さらに、インターネット上でプロジェクトを掲載す
るため、自身の取り組みを全国に広く発信する機会
にもなります。

　FAAVO美濃國は「購入型」のクラウドファンディ
ングです。プロジェクト成立時に、支援者には起案者
から商品やサービスなどのリターンが提供され、中
には支援した人だけが貰える貴重な返礼品もありま
す。
　また、自分が欲しいと思った商品やサービスの実現
に、インターネットから気軽に出資することが可能で
す。

まちを元気にするクラウドファンディング

お返しの商品・サービスなど

インターネットで支援（出資）

クラウドファンディングのしくみ

起案者のメリット

これまでに関市から生まれたプロジェクトを紹介。

支援者のメリット

起案者 支援者



日本の人口重心は関市です

　8月8日総務省統計局から、平成27年国勢
調査による、日本の人口重心が発表されまし
た。
　「人口重心」とは、人口の1人1人が同じ体
重と仮定して、日本の人口が、平衡を保つこ
とのできる点をいいます。
　日本の人口重心は、平成12年以降、15年間
にわたり、関市に位置しています。
　平成27年国勢調査による日本の人口重心
は、関市中之保（東経137度02分15.84秒、北
緯35度34分51.44秒）となっており、関市立
武儀東小学校から東南東へ約2.5ｋｍの位置
にあります。
　平成22年の人口重心に比べ、南南東へ約
1.6ｋｍ移動しており、首都圏への人口の転
入超過が続いてきたことなどにより、おおむ
ね東南東方向へ移動しています。

日本の人口重心の推移（昭和40年～平成27年）

「 我が国の人口重心 －平成27年国勢調査結果から－」(総務省統計局) 照会先　企画政策課 ☎ 23―6876

主力メニューの見直しと情報発信で売上アップ

昭和40年

平成2年

45年

55年
60年

7年 12年
17年

22年

27年

50年
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　こんにちは。関市ビジネスサポートセンターSeki-Bizセン
ター長の杉山です。今回は関市志津野の定食屋「食事 香月
（かげつ）」が売上アップに成功した支援事例を紹介します。
【おすすめメニューの見直し】
　店主の月川さんがセキビズに来られたのは昨年の8月でし
た。ダシにこだわった「けいちゃん」を売りにした定食屋で、もっ
と集客をしたいというご相談でした。
　お話を伺うと「けいちゃん」ファンはたくさんいるが、それで
も客足が伸びないとのこと。私は「けいちゃん」は夜に食べる
料理、複数人で分け合う料理といった料理のイメージが原因
で集客が伸びないと推察しました。そこで「自慢のメニューは
他にもありますか？」とお聞きしたところ、月川さんは「から揚
げも人気メニューで、味には自信がある」と言われました。から
揚げなら子どもから大人まで楽しめる。味に自信のある自慢の
から揚げなら集客できると判断し、売りのメニューを「から揚
げ」1本に絞り込み「けいちゃんから揚げ」と名付けて売り出す
ことを提案しました。
【SNSによる徹底した情報発信】
　次にセキビズからは「食事 香月」の存在を知ってもらうため
に「けいちゃんから揚げ」をブログやフェイスブックで徹底的に
情報発信することを提案しました。また、投稿内容に関するア
ドバイスに加え、毎月実施する特別企画を提案するなど、集客
アップにつながる支援を継続的に行いました。月川さんもSNS

映えする新メニュー
を開発するなど、常
にお客様が飽きない
工夫を行いました。
【売上アップが実現】
　売りのメニューを見直し、SNSによる情報発信を始めて数か
月が経ったころからお客様が増え始めました。関市周辺から
のお客様はもちろんのこと、SNSを見たというツーリング客な
ど遠方からのお客様の獲得にも成功。から揚げのテイクアウ
トの注文も増えました。その結果、年間の売上高が相談前の
５０％増となる勢いで推移しています！
　Seki-Bizは堅実に頑張る中小企業の「より良くなりたい」を
支援し、起業家の「夢を実現したい」を応援する産業支援拠
点です。商品やサービスがなかなか売れない・・・、お客さんが
来ない・・・、起業したい・・・などビジネスでお悩みの方、まず
はお気軽にお問合せください！

営業日 火曜～土曜（日・月・祝日休み）

予約電話 0575-23-3955

予約 FAX 0575-23-3956 

予約 mail info@seki-biz.net 

相談時間 午前 10 時～午後５時（正午～午後１時除く）
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せき環境フェア２０１７

環境シンポジウム

～来て 見て ふれて はじめよう～

環境保全活動を行っている市民団体や事業者の取り組みを、
展示や体験、発表を通じて紹介します。

【お楽しみイベント】

●ワクワクＦ
燃料電池自動車

ＣＶ ・Ｅ
電気自動車

Ｖ ・Ｐ
プラグインハイブリッド車

Ｈ Ｅ Ｖ 試乗会
●環境鍋（豚汁）の配布 
　※器と箸を持参されない方は、器と箸代として10円いただきます。
●環境クイズ
●ブルーベリーの苗木配布（1家族に1本、先着200本）
　※使用済み植物性油（てんぷら油など）を持参された方または環境クイズ参加者に限ります。
●土壌改良材の無料配布、ダンボールコンポスト講習会、うちエコ診断ＰＲ
●フリーマーケット
●おもちゃ病院

【体験】
●ソーラー工作、手回し発電機、
　COOL CHOICEゲーム、
　脱穀・籾

も み す

摺り、丸太切り、
　自転車発電機　など

【展示】
●環境活動の取り組みの展示
（安桜小学校、洞戸小学校、武儀西小学校、津保川中学校）
●COOL CHOICEに関するパネル展示
●環境の木～わが家の環境取り組み活動～
●行政・事業所・市民団体の環境活動に関する展示

【発表】
●環境活動の取り組みの発表
　（金竜小学校、富野中学校）
●保育園の鼓笛演奏（予定）、
　キッズダンス（雨天中止）

環境フェアせき実行委員会事務局（生活環境課内☎ 23-6732）照会先

日　時

場　所
11月3日（金・祝） 午前10時～午後3時

わかくさ・プラザ

生活環境課　☎ 23-6732照会先

地球温暖化防止のために一人一人が何をすべきか考えます。

同時開催・入場無料

日　時

場　所

11月3日（金・祝） 午後1時～2時45分

わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

【内容】
●講演「世界（日本）の温暖化状況と岐阜県の気候変動状況」
●パネルディスカッション
●COOL CHOICEクイズ大会
●参加者全員によるCOOL CHOICE宣言

岐阜県地球温暖化防止活動推進員
環境省地球温暖化防止コミュニケーター

講師：山本 学さん

11 月 3 日（金・祝）の終
日、わかくさ・プラザ前
のロータリーを車両（路
線バス含む）通行止めと
します。交通規制にご
協力をお願いします。

●環境フェア開催に伴う車両通行止め

◆当日は使用済み植物性油（てんぷら油など）や、みんなのメダ  
　ルプロジェクトによる使用済み小型家電の回収を行います。

※詳しい時間などについては、お問い合わせください。
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アクション 2017-18
COOL CHOICE せき

C
クール
OOL C

チョイス
HOICEとは、地球温暖化防止のために「賢い選択」を促す国民運動です。

エコカーを買うという「選択」、高効率な照明に替えるという「選択」、クールビズをはじめ、
低炭素なアクションを実践するというライフスタイルの「選択」など、地球と子ども達の 
未来のために、みんなで賢い選択をしましょう！
関市は、COOL CHOICEに賛同し、COOL CHOICEイベントを実施します！

会場  わかくさ・プラザ
①ワクワクFCV・EV・PHEV試乗会
②COOL CHOICEブース
③環境シンポジウム

会場  関市役所アトリウム

ワクワクFCV・ＥＶ・
PHEV試乗会
会場  道の駅「ラステンほらど」

お問い合わせ先

関市役所生活環境課　☎23-6732

11/3㊎文化の日10:00〜15:00

11/4㊏ 10:00〜16:00

 せき環境フェア 2017

入場・
参加費無料

イベント その1
イベント その2

入場・
参加費無料

電気自動車燃料電池自動車

プラグインハイブリッド車

関市洞戸
菅谷545

2017年7月～2018年2月
COOL CHOICE パネル展示

トヨタ「MIRAI」（FCV） 昨年度トークショーの模様

昨年度試乗会の模様

関＊はもみん

Seki_CC_poster_B2.indd   1 2017/08/28   15:43
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災害時外国人支援ボランティア研修
　関市には約１７００人の外国人住民が生活しています。このような中、大きな災害が発生した際、外国人住民
は日本語が十分理解できないために、避難できない、必要な支援を受けられない、といった状況が発生します。
そこで、災害時に外国人住民が直面する課題を理解し、地域で外国人住民をサポートできるように、講義と模擬
訓練を交えた研修を開催します。
　熊本地震で外国人支援を行った講師から、災害時の現場の様子、ボランティアの役割を学びます。
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■日　時：１１月１２日（日）午前１０時～午後４時30分
■場　所：わかくさ・プラザ　関市総合福祉会館　３階（関市若草通２-１）
■対　象：災害時の外国人支援活動に関心のある方※研修は日本語で行います。語学力は問いません。

■定　員：30人　　　　■参加費：無料　　　 　■その他：昼食は非常食を試食します。
■主　催：（公財）岐阜県国際交流センター　　　■共　催：関市・関市国際交流協会

岐阜県国際交流センター☎ 058-214-7700（http://www.gic.or.jp/）Email:gic@gic.or.jp申込・照会先



◆募集期間　10月１日～31日　※郵送の場合は、消印有効

◆募集方法　※応募は、１人１点までとします。
　　　　　　①はがきに必要事項を記入のうえ、中池公園事務所へ郵送する。
　　　　　　②中池公園事務所、関市総合体育館窓口にある「中池公園陸上競技場愛称募集用紙」に必
　　　　　　　要事項を記入のうえ、専用応募箱に投函する。
　　　　　　③電子メールによる。

【記入事項】 １ 中池公園陸上競技場の愛称　
    　　　　　 ２ 愛称の理由（愛称に込めた思いなど）　
    　　　　　 ３ 応募者の住所・氏名・年齢・電話番号
　
◆応  募  先　①はがきで郵送の場合
　　　　　　　〒501‐3206　関市塔ノ洞3885番地1　中池公園事務所
　　　　        ②応募用紙に記入して専用応募箱に投函する場合
　　　　　　　・中池公園事務所窓口（関市塔ノ洞3885番地1　☎２４‐０２１４）
　　　　　　　・関市総合体育館内スポーツ推進課窓口 (関市若草通2丁目1番地　☎２３‐７７６６）
　　　　　　③電子メールによる場合
　　　　　　　 sports@city.seki.lg.jp　

◆照  会  先　中池公園事務所（☎２４‐０２１４）、スポーツ推進課（☎２３‐７７６６）

◯構　造　鉄筋コンクリート造地上3階建
◯面　積　1,496.88㎡
◯観覧席　約1,000席
◯会議室（4室）、救護室（1室）、更衣室・シャワー室（各2室）

　本年度、中池公園陸上競技場管理棟新築工事を行っております。工事中はご迷惑
をおかけしますがご協力をお願いします。（平成30年3月完成予定です。）

中池公園陸上競技場の愛称募集！

岐阜県百年公園「オータムフェスティバル」開催

中池公園陸上
競技場の概要

■日　時：１０月２１日（土）、２２日（日）　
                      午前１０時～午後３時
　　　　（公園開園時間　午前９：００～午後５：００）
■雨天時：小雨決行（ステージは雨天中止）
■場　所：岐阜県百年公園　北口噴水広場周辺
■照会先：岐阜県百年公園　☎２８－２１６６

中池公園陸上競技場管理棟が新しくなります！

・ステージイベント
催
し
の
予
定

１.噴水広場 芝生ステージ

２.噴水広場園路

３.公園事務所前

４. 噴水広場内

５.北駐車場前

・クラフトマーケット

・飲食物販売　

・ワークショップ（有料）

・体験ふれあいコーナー
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